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行政改革
推進項目

00　該当なし

事業の開始・終了年度

事業開始 ** 年度

事業終了 ** 年度

令和 3年度　教育委員会事務の点検・評価表（令和 2年度実施事業分）

事業概要

事務又は事業の名称 保健体育総務費
所
管

部 教育文化部

課 スポーツ振興課

事業の内容
スポーツ推進審議会の開催。
スポーツ事業の推進を図るため、スポーツ推進委員の委嘱を行う。

令和 2年度活
動実績

・スポーツ推進審議会委員の委嘱及び審議会の開催
・スポーツ推進委員の委嘱
・各種団体への負担金

事
業
の
指
標

種別 指標の名称 単位 最終目標値 平成31年度

事
業
の
概
要

総合計画
該当施策

5　みんながキャンパスライフを楽しむまち【生涯学習・教育】
3　生涯学習社会の充実
2　生涯スポーツの普及と振興

区
分

自治事務

ソフト事業

単独事業
教育振興基本
計画施策名

基本目標3　生涯学習の推進
基本的施策(4)　スポーツ活動の推進

令和 2年度 令和 3年度

成果指標

数値指標の設定になじまない

実施根拠とな
る分野別計画

教育振興基本計画 根拠法令
スポーツ基本法第31条、野々市市スポーツ推進審議会に関する条
例、スポーツ基本法第32条、野々市市スポーツ推進委員に関する規
則

事業の対象
(誰が・誰に)

野々市市がスポーツ推進審議会委員及びスポーツ推進委員に 事業の目的
審議会委員の提言や助言、スポーツ推進委員の協力のもとに、ス
ポーツ事業の推進と普及を図る。

** ** ** ** **

0

令和 3年度予算

財
源
内
訳

国庫支出金 （千円） 0 0 0

県支出金 （千円） 0

→ →

実施計画
（今後3箇年の活動内容）

4,895 5,429 3,121

実施計画

その他 （千円） 0 0 0

一般財源 （千円） 4,895 5,429 3,121

事
業
の
コ
ス
ト

事
業
費

区分 平成31年度 令和 2年度

0 0

地方債 （千円） 0

　　事業費計 （千円）

0

改
善
点

今後の改善事項
（ニーズ・課題等）

他市町での先進的事例等の調査を速やかに行う必要がある。

・スポーツ推進審議会の意見などをスポーツ振興事業の推進に活かすよう努める。
・スポーツ推進委員の積極的な研修会等への参加を促し、他市町での先進的事例、取り組みな
どを参考に、本市における生涯スポーツ事業の推進に努める。

改善

Ｃ Ｃ

継続

縮小

終了・完了（今年度中）

統合（今年度中）

廃止（今年度中）

・審議会の継続
・スポーツ推進委員の継続
・スポーツ推進計画に基づく事業の継続

・審議会の継続
・スポーツ推進委員の継続
・スポーツ推進計画に基づく事業の継続

・審議会の継続
・スポーツ推進委員の継続
・スポーツ推進計画に基づく事業の継続

１次評価

１
次
評
価

前年度
１次評価

次年度の方
向性

拡大・重点化

理
由

年
度
計
画

区分 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度

今後3箇年の展開 →
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１次評価

１
次
評
価

前年度
１次評価

次年度の方
向性

拡大・重点化

理
由

利用者の快適な利用に配慮しながら適正で安全な維持管理に努める。

改善

Ｃ Ｃ

継続

縮小

終了・完了（今年度中）

統合（今年度中）

廃止（今年度中）

改
善
点

今後の改善事項
（ニーズ・課題等）

費用対効果の見極めが難しい。

　　事業費計 （千円） 102,987 51,937 59,721

実施計画

年
度
計
画

区分 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度

今後3箇年の展開 → → →

実施計画
（今後3箇年の活動内容）

体育施設の計画的な維持管理
市体育施設整備計画の推進

体育施設の計画的な維持管理
市体育施設整備計画の推進

体育施設の計画的な維持管理
市体育施設整備計画の推進

事
業
の
コ
ス
ト

事
業
費

区分 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度予算

財
源
内
訳

国庫支出金 （千円） 0 0 0

県支出金 （千円） 0 0 0

地方債 （千円） 49,400 0 9,000

その他 （千円） 16,329 11,905 21,500

一般財源 （千円） 37,258 40,032 29,221

事業の対象
(誰が・誰に)

野々市市が市民に 事業の目的
市の管理するスポーツ施設を安全快適なものとして、保全管理の徹
底と効率的な活用に努めるものである。

事業の内容 ・市内スポーツ施設の維持・管理及び改修等事業。
令和 2年度活

動実績

市民体育館女子トイレ改修工事、スポーツセンター女子トイレ改修
工事、スポーツランドさわやかホールトップライト改修工事、ス
ポーツランドジャグジープールろ過機取替工事、スポーツランドテ
ニスコート夜間照明改修工事

事
業
の
指
標

種別 指標の名称 単位 最終目標値 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

成果指標

施設の利用人数 人 350,000 308,360 219,109 310,000

令和 3年度　教育委員会事務の点検・評価表（令和 2年度実施事業分）

事業概要

事務又は事業の名称 保健体育施設総務費
所
管

部 教育文化部

課 スポーツ振興課

事
業
の
概
要

総合計画
該当施策

5　みんながキャンパスライフを楽しむまち【生涯学習・教育】
3　生涯学習社会の充実
2　生涯スポーツの普及と振興

区
分

自治事務

ハード・ソフト事業

単独事業
教育振興基本
計画施策名

基本目標3　生涯学習の推進
基本的施策(4)　スポーツ活動の推進

行政改革
推進項目

00　該当なし

事業の開始・終了年度

事業開始 ** 年度

事業終了 ** 年度

実施根拠とな
る分野別計画

教育振興基本法 根拠法令 スポーツ基本法　第12条
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１次評価

１
次
評
価

前年度
１次評価

次年度の方
向性

拡大・重点化

理
由

利用者の快適な利用に配慮しながら適正で安全な維持管理に努める。

改善

Ｃ Ｃ

継続

縮小

終了・完了（今年度中）

統合（今年度中）

廃止（今年度中）

改
善
点

今後の改善事項
（ニーズ・課題等）

費用対効果の見極めが難しい。

　　事業費計 （千円） 43,598 34,187 42,944

実施計画

年
度
計
画

区分 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度

今後3箇年の展開 → → →

実施計画
（今後3箇年の活動内容）

施設の計画的な維持管理 施設の計画的な維持管理 施設の計画的な維持管理

事
業
の
コ
ス
ト

事
業
費

区分 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度予算

財
源
内
訳

国庫支出金 （千円） 0 0 0

県支出金 （千円） 0 0 0

地方債 （千円） 0 0 0

その他 （千円） 0 0 0

一般財源 （千円） 43,598 34,187 42,944

事業の対象
(誰が・誰に)

野々市市が市民に 事業の目的
市直営による安全快適な施設とし、保全管理の徹底と効率的な活用
を図る

事業の内容 施設の維持・管理
令和 2年度活

動実績

・施設管理業務委託（受付・管理）
・温水ボイラー点検整備業務委託
・プールろ過装置及びポンプ保守点検業務委託　外

事
業
の
指
標

種別 指標の名称 単位 最終目標値 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

成果指標

成果指標になじまない ** ** ** ** **

令和 3年度　教育委員会事務の点検・評価表（令和 2年度実施事業分）

事業概要

事務又は事業の名称 スポーツランド施設管理費
所
管

部 教育文化部

課 スポーツ振興課

事
業
の
概
要

総合計画
該当施策

5　みんながキャンパスライフを楽しむまち【生涯学習・教育】
3　生涯学習社会の充実
2　生涯スポーツの普及と振興

区
分

自治事務

ハード事業

単独事業
教育振興基本
計画施策名

基本目標3　生涯学習の推進
基本的施策(4)　スポーツ活動の推進

行政改革
推進項目

00　該当なし

事業の開始・終了年度

事業開始 ** 年度

事業終了 ** 年度

実施根拠とな
る分野別計画

教育振興基本法 根拠法令 スポーツ基本法　第12条
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１次評価

１
次
評
価

前年度
１次評価

次年度の方
向性

拡大・重点化

理
由

利用者の快適な利用に配慮しながら適正で安全な維持管理に努める。

改善

Ｃ Ｃ

継続

縮小

終了・完了（今年度中）

統合（今年度中）

廃止（今年度中）

改
善
点

今後の改善事項
（ニーズ・課題等）

費用対効果の見極めが難しい。

　　事業費計 （千円） 9,587 9,468 10,480

実施計画

年
度
計
画

区分 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度

今後3箇年の展開 → → →

実施計画
（今後3箇年の活動内容）

施設の計画的な維持管理 施設の計画的な維持管理 施設の計画的な維持管理

事
業
の
コ
ス
ト

事
業
費

区分 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度予算

財
源
内
訳

国庫支出金 （千円） 0 0 0

県支出金 （千円） 0 0 0

地方債 （千円） 0 0 0

その他 （千円） 0 0 0

一般財源 （千円） 9,587 9,468 10,480

事業の対象
(誰が・誰に)

野々市市が市民に 事業の目的
市直営による安全快適な施設とし、保全管理の徹底と効率的な活用
を図る

事業の内容 施設の維持・管理
令和 2年度活

動実績
・施設管理業務委託（受付・管理）
・トレーニングマシン保守点検業務委託　外

事
業
の
指
標

種別 指標の名称 単位 最終目標値 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

成果指標

成果指標になじまない ** ** ** ** **

令和 3年度　教育委員会事務の点検・評価表（令和 2年度実施事業分）

事業概要

事務又は事業の名称 スポーツセンター施設管理費
所
管

部 教育文化部

課 スポーツ振興課

事
業
の
概
要

総合計画
該当施策

5　みんながキャンパスライフを楽しむまち【生涯学習・教育】
3　生涯学習社会の充実
2　生涯スポーツの普及と振興

区
分

自治事務

ハード事業

単独事業
教育振興基本
計画施策名

基本目標3　生涯学習の推進
基本的施策(4)　スポーツ活動の推進

行政改革
推進項目

00　該当なし

事業の開始・終了年度

事業開始 ** 年度

事業終了 ** 年度

実施根拠とな
る分野別計画

教育振興基本法 根拠法令 スポーツ基本法　第12条
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１次評価

１
次
評
価

前年度
１次評価

次年度の方
向性

拡大・重点化

理
由

利用者の快適な利用に配慮しながら適正で安全な維持管理に努める。

改善

Ｃ Ｃ

継続

縮小

終了・完了（今年度中）

統合（今年度中）

廃止（今年度中）

改
善
点

今後の改善事項
（ニーズ・課題等）

費用対効果の見極めが難しい。

　　事業費計 （千円） 16,157 15,651 16,389

実施計画

年
度
計
画

区分 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度

今後3箇年の展開 → → →

実施計画
（今後3箇年の活動内容）

施設の計画的な維持管理 施設の計画的な維持管理 施設の計画的な維持管理

事
業
の
コ
ス
ト

事
業
費

区分 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度予算

財
源
内
訳

国庫支出金 （千円） 0 0 0

県支出金 （千円） 0 0 0

地方債 （千円） 0 0 0

その他 （千円） 0 0 0

一般財源 （千円） 16,157 15,651 16,389

事業の対象
(誰が・誰に)

野々市市が市民に 事業の目的
市直営による安全快適な施設とし、保全管理の徹底と効率的な活用
を図る

事業の内容 施設の維持・管理
令和 2年度活

動実績
・施設管理業務委託（受付・管理）
・トレーニングマシン保守点検業務委託　外

事
業
の
指
標

種別 指標の名称 単位 最終目標値 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

成果指標

成果指標になじまない ** ** ** ** **

令和 3年度　教育委員会事務の点検・評価表（令和 2年度実施事業分）

事業概要

事務又は事業の名称 市民体育館施設管理費
所
管

部 教育文化部

課 スポーツ振興課

事
業
の
概
要

総合計画
該当施策

5　みんながキャンパスライフを楽しむまち【生涯学習・教育】
3　生涯学習社会の充実
2　生涯スポーツの普及と振興

区
分

自治事務

ハード事業

単独事業
教育振興基本
計画施策名

基本目標3　生涯学習の推進
基本的施策(4)　スポーツ活動の推進

行政改革
推進項目

00　該当なし

事業の開始・終了年度

事業開始 ** 年度

事業終了 ** 年度

実施根拠とな
る分野別計画

教育振興基本法 根拠法令 スポーツ基本法　第12条
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１次評価

１
次
評
価

前年度
１次評価

次年度の方
向性

拡大・重点化

理
由

利用者の快適な利用に配慮しながら適正で安全な維持管理に努める。

改善

Ｃ Ｃ

継続

縮小

終了・完了（今年度中）

統合（今年度中）

廃止（今年度中）

改
善
点

今後の改善事項
（ニーズ・課題等）

費用対効果の見極めが難しい。

　　事業費計 （千円） 1,030 2,408 2,657

実施計画

年
度
計
画

区分 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度

今後3箇年の展開 → → →

実施計画
（今後3箇年の活動内容）

施設の計画的な維持管理 施設の計画的な維持管理 施設の計画的な維持管理

事
業
の
コ
ス
ト

事
業
費

区分 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度予算

財
源
内
訳

国庫支出金 （千円） 0 0 0

県支出金 （千円） 0 0 0

地方債 （千円） 0 0 0

その他 （千円） 0 0 0

一般財源 （千円） 1,030 2,408 2,657

事業の対象
(誰が・誰に)

野々市市が市民に 事業の目的
市直営による安全快適な施設とし、保全管理の徹底と効率的な活用
を図る

事業の内容 施設の維持・管理
令和 2年度活

動実績
・施設管理業務委託（受付・管理）
・消防用設備保守点検業務委託　外

事
業
の
指
標

種別 指標の名称 単位 最終目標値 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

成果指標

成果指標になじまない ** ** ** ** **

令和 3年度　教育委員会事務の点検・評価表（令和 2年度実施事業分）

事業概要

事務又は事業の名称 武道館施設管理費
所
管

部 教育文化部

課 スポーツ振興課

事
業
の
概
要

総合計画
該当施策

5　みんながキャンパスライフを楽しむまち【生涯学習・教育】
3　生涯学習社会の充実
2　生涯スポーツの普及と振興

区
分

自治事務

ハード事業

単独事業
教育振興基本
計画施策名

基本目標3　生涯学習の推進
基本的施策(4)　スポーツ活動の推進

行政改革
推進項目

00　該当なし

事業の開始・終了年度

事業開始 ** 年度

事業終了 ** 年度

実施根拠とな
る分野別計画

教育振興基本法 根拠法令 スポーツ基本法　第12条



Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

１次評価

１
次
評
価

前年度
１次評価

次年度の方
向性

拡大・重点化

理
由

利用者が快適に利用できるよう配慮しながら適正で安全な維持管理に努める。

改善

Ｃ Ｃ

継続

縮小

終了・完了（今年度中）

統合（今年度中）

廃止（今年度中）

改
善
点

今後の改善事項
（ニーズ・課題等）

費用対効果の見極めが難しい。

　　事業費計 （千円） 3,323 3,588 3,026

実施計画

年
度
計
画

区分 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度

今後3箇年の展開 → → →

実施計画
（今後3箇年の活動内容）

施設の計画的な維持管理 施設の計画的な維持管理 施設の計画的な維持管理

事
業
の
コ
ス
ト

事
業
費

区分 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度予算

財
源
内
訳

国庫支出金 （千円） 0 0 0

県支出金 （千円） 0 0 0

地方債 （千円） 0 0 0

その他 （千円） 0 0 0

一般財源 （千円） 3,323 3,588 3,026

事業の対象
(誰が・誰に)

野々市市が市民に 事業の目的
市直営による安全快適な施設とし、保全管理の徹底と効率的な活用
を図る

事業の内容 施設の維持・管理
令和 2年度活

動実績
・市民野球場夜間照明設備電光表示装置点検業務委託
・市民野球場グラウンド整備清掃業務委託　外

事
業
の
指
標

種別 指標の名称 単位 最終目標値 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

成果指標

成果指標になじまない ** ** ** ** **

令和 3年度　教育委員会事務の点検・評価表（令和 2年度実施事業分）

事業概要

事務又は事業の名称 中央公園運動広場等施設管理費
所
管

部 教育文化部

課 スポーツ振興課

事
業
の
概
要

総合計画
該当施策

5　みんながキャンパスライフを楽しむまち【生涯学習・教育】
3　生涯学習社会の充実
2　生涯スポーツの普及と振興

区
分

自治事務

ハード事業

単独事業
教育振興基本
計画施策名

基本目標3　生涯学習の推進
基本的施策(4)　スポーツ活動の推進

行政改革
推進項目

00　該当なし

事業の開始・終了年度

事業開始 ** 年度

事業終了 ** 年度

実施根拠とな
る分野別計画

教育振興基本法 根拠法令 スポーツ基本法　第12条



Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

１次評価

１
次
評
価

前年度
１次評価

次年度の方
向性

拡大・重点化

理
由

トリプルソフトバレーだけではなく、市民がより気軽に取り組むことのできるニュースポーツ
の研究・普及を行う。

改善

Ｂ Ｂ

継続

縮小

終了・完了（今年度中）

統合（今年度中）

廃止（今年度中）

改
善
点

今後の改善事項
（ニーズ・課題等）

大会を実施するにふさわしいニュースポーツの選択が難しい。

　　事業費計 （千円） 3 70 70

実施計画

年
度
計
画

区分 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度

今後3箇年の展開 → → →

実施計画
（今後3箇年の活動内容）

トリプルソフトバレー大会もしくは新た
なニュースポーツ大会の開催。
また、新たな種目の普及に努める。

トリプルソフトバレー大会もしくは新た
なニュースポーツ大会の開催。
また、新たな種目の普及に努める。

トリプルソフトバレー大会もしくは新た
なニュースポーツ大会の開催。
また、新たな種目の普及に努める。

事
業
の
コ
ス
ト

事
業
費

区分 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度予算

財
源
内
訳

国庫支出金 （千円） 0 0 0

県支出金 （千円） 0 0 0

地方債 （千円） 0 0 0

その他 （千円） 0 10 10

一般財源 （千円） 3 60 60

事業の対象
(誰が・誰に)

野々市市が市内在住もしくは市内勤務・通学の中学生以上の人に 事業の目的
ニュースポーツに親しむことによって、運動不足の解消と健康増進
を図るとともに、市民のコミュニケーションを深めることを目的と
する。

事業の内容

市スポーツ推進委員が中心となって普及しているトリプルソフトバ
レーの大会。
４～５人１チームで、各チーム予選３試合を行い、上位チームで順
位決定戦を行う。

令和 2年度活
動実績

・第12回野々市市トリプルソフトバレー大会

事
業
の
指
標

種別 指標の名称 単位 最終目標値 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

成果指標

トリプルソフトバレー大会 人 160 0 55 100

令和 3年度　教育委員会事務の点検・評価表（令和 2年度実施事業分）

事業概要

事務又は事業の名称 スポ－ツ大会
所
管

部 教育文化部

課 スポーツ振興課

事
業
の
概
要

総合計画
該当施策

5　みんながキャンパスライフを楽しむまち【生涯学習・教育】
3　生涯学習社会の充実
2　生涯スポーツの普及と振興

区
分

自治事務

ソフト事業

単独事業
教育振興基本
計画施策名

基本目標3　生涯学習の推進
基本的施策(4)　スポーツ活動の推進

行政改革
推進項目

00　該当なし

事業の開始・終了年度

事業開始 ** 年度

事業終了 ** 年度

実施根拠とな
る分野別計画

教育振興基本計画 根拠法令 スポーツ基本法第22条第１項



Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

１次評価

１
次
評
価

前年度
１次評価

次年度の方
向性

拡大・重点化

理
由

施設の利用状況を的確に把握し、利用促進に努める。

改善

Ｃ Ｃ

継続

縮小

終了・完了（今年度中）

統合（今年度中）

廃止（今年度中）

改
善
点

今後の改善事項
（ニーズ・課題等）

学校体育施設には若干の空きがあるので、市民への適切な情報提供を心掛ける。

　　事業費計 （千円） 909 984 984

実施計画

年
度
計
画

区分 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度

今後3箇年の展開 → → →

実施計画
（今後3箇年の活動内容）

学校体育施設開放運営委員会
学校体育施設開放指導員打合せ会

学校体育施設開放運営委員会
学校体育施設開放指導員打合せ会

学校体育施設開放運営委員会
学校体育施設開放指導員打合せ会

事
業
の
コ
ス
ト

事
業
費

区分 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度予算

財
源
内
訳

国庫支出金 （千円） 0 0 0

県支出金 （千円） 0 0 0

地方債 （千円） 0 0 0

その他 （千円） 0 0 0

一般財源 （千円） 909 984 984

事業の対象
(誰が・誰に)

野々市市が市スポーツクラブ会員及び市スポーツ少年団、市体育協
会加盟団体に

事業の目的
学校体育施設を学校教育に支障のない範囲で開放し市民のスポーツ
活動の振興を図る。

事業の内容
学校開放運営委員会を設け、市内７校の教員及び学校利用団体代表
者による開放運営委員会議を開催し、小・中学校の屋内体育館及び
屋外運動場（体育館６、運動場７）の開放を行っている。

令和 2年度活
動実績

・学校体育施設開放運営委員会
・学校体育施設開放指導員打合せ会

事
業
の
指
標

種別 指標の名称 単位 最終目標値 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

成果指標

学校体育施設利用者 人 88,000 81,412 68,947 82,000

学校開放件数 件 3,000 3,168 2,865 3,200

令和 3年度　教育委員会事務の点検・評価表（令和 2年度実施事業分）

事業概要

事務又は事業の名称 学校体育施設開放事業
所
管

部 教育文化部

課 スポーツ振興課

事
業
の
概
要

総合計画
該当施策

5　みんながキャンパスライフを楽しむまち【生涯学習・教育】
3　生涯学習社会の充実
2　生涯スポーツの普及と振興

区
分

自治事務

ソフト事業

単独事業
教育振興基本
計画施策名

基本目標3　生涯学習の推進
基本的施策(4)　スポーツ活動の推進

行政改革
推進項目

00　該当なし

事業の開始・終了年度

事業開始 ** 年度

事業終了 ** 年度

実施根拠とな
る分野別計画

教育振興基本計画 根拠法令
スポーツ基本法第13条第1項
野々市市立学校の施設の開放に関する規則



Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

１次評価

１
次
評
価

前年度
１次評価

次年度の方
向性

拡大・重点化

理
由

石川県スポーツ推進委員研修会等へのスポーツ推進委員の派遣を通じて、スポーツ推進委員と
しての指導力の向上に努め、ニュースポーツ体験会をはじめとした市民対象の事業に活かす。
また、スポーツ活動を安全に行ってもらうために、スポーツクラブ関係者を対象とした応急手
当講習会を内容を検討しながら、引き続き実施する。

改善

Ｃ Ｃ

継続

縮小

終了・完了（今年度中）

統合（今年度中）

廃止（今年度中）

改
善
点

今後の改善事項
（ニーズ・課題等）

新型コロナウイルスの影響で研修会の開催自体が少なくなっており、成果指標を達成することができない。

　　事業費計 （千円） 136 116 326

実施計画

年
度
計
画

区分 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度

今後3箇年の展開 → → →

実施計画
（今後3箇年の活動内容）

引き続き研修会等を通じて指導者の育成
に努め、市民への実技指導に反映させ
る。

引き続き研修会等を通じて指導者の育成
に努め、市民への実技指導に反映させ
る。

引き続き研修会等を通じて指導者の育成
に努め、市民への実技指導に反映させ
る。

事
業
の
コ
ス
ト

事
業
費

区分 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度予算

財
源
内
訳

国庫支出金 （千円） 0 0 0

県支出金 （千円） 0 0 0

地方債 （千円） 0 0 0

その他 （千円） 0 0 0

一般財源 （千円） 136 116 326

事業の対象
(誰が・誰に)

野々市市が市スポーツ推進委員、市スポーツクラブ員、市スポーツ
少年団指導者・保護者、市体育協会員、市民及び市内勤務の人に

事業の目的
指導者を育成し、その指導者を中心として広く市民に安全で楽しく
スポーツに親しむ機会を提供する。

事業の内容
・市スポーツ推進委員の各種研修会への派遣
・スポーツ傷病の予防と応急手当講習会（救急法・テーピング実
技）

令和 2年度活
動実績

・石川県スポーツ推進委員研修会
・スポーツ傷病の予防と応急手当講習会

事
業
の
指
標

種別 指標の名称 単位 最終目標値 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

成果指標

市スポーツ推進委員の研修会参加人数 人 70 24 16 60

スポーツ傷病の予防と応急手当て講習会参加人数 人 60 18 15 60

令和 3年度　教育委員会事務の点検・評価表（令和 2年度実施事業分）

事業概要

事務又は事業の名称 指導者研修会・養成講習会
所
管

部 教育文化部

課 スポーツ振興課

事
業
の
概
要

総合計画
該当施策

5　みんながキャンパスライフを楽しむまち【生涯学習・教育】
4　文化・スポーツ活動の充実
2　スポーツ団体の育成と体育施設の整備

区
分

自治事務

ソフト事業

単独事業
教育振興基本
計画施策名

基本目標3　生涯学習の推進
基本的施策(4)　スポーツ活動の推進

行政改革
推進項目

00　該当なし

事業の開始・終了年度

事業開始 ** 年度

事業終了 ** 年度

実施根拠とな
る分野別計画

教育振興基本計画 根拠法令 スポーツ基本法第11条、第14条



Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

１次評価

１
次
評
価

前年度
１次評価

次年度の方
向性

拡大・重点化

理
由

体育協会、スポーツ少年団への補助事業について、将来的に各団体の事務局による主体的な運
営の確立を図る。

改善

Ｃ Ｃ

継続

縮小

終了・完了（今年度中）

統合（今年度中）

廃止（今年度中）

改
善
点

今後の改善事項
（ニーズ・課題等）

マラソン大会等、参加者の増加を図る。

　　事業費計 （千円） 16,232 8,000 15,500

実施計画

年
度
計
画

区分 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度

今後3箇年の展開 → → →

実施計画
（今後3箇年の活動内容）

・国際大会、国体等に参加出場する選手
に激励費を支給する。
・野々市じょんからの里ﾏﾗｿﾝ大会等各実
行委員会委託事業。
・各団体の補助事業（団体事務局への指
導・助言等）

・国際大会、国体等に参加出場する選手
に激励費を支給する。
・野々市じょんからの里ﾏﾗｿﾝ大会等各実
行委員会委託事業。
・各団体の補助事業（団体事務局への指
導・助言等）

・国際大会、国体等に参加出場する選手
に激励費を支給する。
・野々市じょんからの里ﾏﾗｿﾝ大会等各実
行委員会委託事業。
・各団体の補助事業（団体事務局への指
導・助言等）

事
業
の
コ
ス
ト

事
業
費

区分 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度予算

財
源
内
訳

国庫支出金 （千円） 0 0 0

県支出金 （千円） 0 0 0

地方債 （千円） 0 0 0

その他 （千円） 0 0 0

一般財源 （千円） 16,232 8,000 15,500

事業の対象
(誰が・誰に)

野々市市が市民および体育協会並びにスポーツ少年団等に 事業の目的 市民の健康増進とスポーツ事業の推進を図る。

事業の内容

・各種全国大会等に出場する選手への激励費の支給
・小学生相撲大会、さわやかスポーツフェスティバル、野々市じょ
んからの里マラソン大会各実行委員会への委託事業
・体育協会、スポーツ少年団等への補助金の支給等

令和 2年度活
動実績

・全国大会出場選手への激励費の支給
・体育協会、スポーツ少年団への補助金の支給

事
業
の
指
標

種別 指標の名称 単位 最終目標値 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

成果指標

野々市じょんからの里マラソン大会の参加者 人 1,600 1,012 0（中止） 1,100

令和 3年度　教育委員会事務の点検・評価表（令和 2年度実施事業分）

事業概要

事務又は事業の名称 スポーツ団体育成事業
所
管

部 教育文化部

課 スポーツ振興課

事
業
の
概
要

総合計画
該当施策

5　みんながキャンパスライフを楽しむまち【生涯学習・教育】
4　文化・スポーツ活動の充実
2　スポーツ団体の育成と体育施設の整備

区
分

自治事務

ソフト事業

単独事業
教育振興基本
計画施策名

基本目標3　生涯学習の推進
基本的施策(4)　スポーツ活動の推進

行政改革
推進項目

00　該当なし

事業の開始・終了年度

事業開始 ** 年度

事業終了 ** 年度

実施根拠とな
る分野別計画

教育振興基本計画 根拠法令 スポーツ基本法第22条、第34条



Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

１次評価

１
次
評
価

前年度
１次評価

次年度の方
向性

拡大・重点化

理
由

エアロビック普及事業については引き続きエアロビック連盟に委託する。
また、市民のニーズに合ったニュースポーツ等を研究し、スポーツ教室に活かす。

改善

Ｃ Ｃ

継続

縮小

終了・完了（今年度中）

統合（今年度中）

廃止（今年度中）

改
善
点

今後の改善事項
（ニーズ・課題等）

毎年同じ事業を行っており、マンネリ化している。

　　事業費計 （千円） 445 422 559

実施計画

年
度
計
画

区分 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度

今後3箇年の展開 → → →

実施計画
（今後3箇年の活動内容）

高齢者健康クラブ活動補助の実施。
体力テスト、ニュースポーツ体験会の実
施。

高齢者健康クラブ活動補助の実施。
体力テスト、ニュースポーツ体験会の実
施。

高齢者健康クラブ活動補助の実施。
体力テスト、ニュースポーツ体験会の実
施。

事
業
の
コ
ス
ト

事
業
費

区分 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度予算

財
源
内
訳

国庫支出金 （千円） 0 0 0

県支出金 （千円） 0 0 0

地方債 （千円） 0 0 0

その他 （千円） 41 0 0

一般財源 （千円） 404 422 559

事業の対象
(誰が・誰に)

野々市市が市民に 事業の目的
市民各層のニーズを勘案したスポーツ教室を開催することにより、
健康を増進し体力向上を図るとともにスポーツ人口の拡大を図り活
力あふれる地域づくりを目指す。

事業の内容

・高齢者健康クラブの活動補助
・体力・運動能力調査の実施
・エアロビック教室の開催
・ニュースポーツ体験会の実施
・スポーツガイドののいちの発行

令和 2年度活
動実績

・各種事業の実施
・スポーツガイドののいちの発行

事
業
の
指
標

種別 指標の名称 単位 最終目標値 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

成果指標

高齢者スポーツ活動参加者数 人 1,500 2,500 2,000 2,500

令和 3年度　教育委員会事務の点検・評価表（令和 2年度実施事業分）

事業概要

事務又は事業の名称 生涯スポーツ活動推進事業
所
管

部 教育文化部

課 スポーツ振興課

事
業
の
概
要

総合計画
該当施策

5　みんながキャンパスライフを楽しむまち【生涯学習・教育】
3　生涯学習社会の充実
2　生涯スポーツの普及と振興

区
分

自治事務

ソフト事業

単独事業
教育振興基本
計画施策名

基本目標3　生涯学習の推進
基本的施策(4)　スポーツ活動の推進

行政改革
推進項目

00　該当なし

事業の開始・終了年度

事業開始 ** 年度

事業終了 ** 年度

実施根拠とな
る分野別計画

教育振興基本計画 根拠法令 スポーツ基本法第22条



Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

１次評価

１
次
評
価

前年度
１次評価

次年度の方
向性

拡大・重点化

理
由

多くの市民がスポーツに関心を持つきっかけとなり得る事業であったが、令和２年度は新型コ
ロナウイルスの影響で聖火リレーが１年の延期となった。学びの杜ののいちカレードで行った
オリンピック聖火の展示には２時間で700人が訪れ、にぎわいの創出とスポーツへの関心向上に
一定の貢献ができたと考えられる。

改善

未評価 Ｅ

継続

縮小

終了・完了（今年度中）

統合（今年度中）

廃止（今年度中）

改
善
点

今後の改善事項
（ニーズ・課題等）

聖火リレーは中止となった。

　　事業費計 （千円） 0 51 4,000

実施計画

年
度
計
画

区分 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度

今後3箇年の展開 → → →

実施計画
（今後3箇年の活動内容）

** ** **

事
業
の
コ
ス
ト

事
業
費

区分 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度予算

財
源
内
訳

国庫支出金 （千円） 0 0 0

県支出金 （千円） 0 0 0

地方債 （千円） 0 0 0

その他 （千円） 0 0 0

一般財源 （千円） 0 51 4,000

事業の対象
(誰が・誰に)

野々市市が市民に 事業の目的
聖火リレーをはじめとした東京2020オリンピック・パラリンピック
関連事業を進めることで市民のスポーツへの関心を高め、スポーツ
人口の拡大を図り、活力あふれる地域づくりを目指す。

事業の内容
・東京2020オリンピック聖火リレー
・東京2020パラリンピック聖火フェスティバル

令和 2年度活
動実績

・オリンピック聖火の展示

事
業
の
指
標

種別 指標の名称 単位 最終目標値 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

成果指標

** ** ** ** ** **

** ** ** ** ** **

令和 3年度　教育委員会事務の点検・評価表（令和 2年度実施事業分）

事業概要

事務又は事業の名称 東京2020オリンピック・パラリンピック事業
所
管

部 教育文化部

課 スポーツ振興課

事
業
の
概
要

総合計画
該当施策

5　みんながキャンパスライフを楽しむまち【生涯学習・教育】
3　生涯学習社会の充実
2　生涯スポーツの普及と振興

区
分

自治事務

ソフト事業

補助事業
教育振興基本
計画施策名

基本目標3　生涯学習の推進
基本的施策(4)　スポーツ活動の推進

行政改革
推進項目

00　該当なし

事業の開始・終了年度

事業開始 R2 年度

事業終了 R3 年度

実施根拠とな
る分野別計画

該当なし 根拠法令 該当なし



・（５－２） 学識経験者からの意見 

スポーツ施設の安全快適で効率的な利用を図るため、利用者のニーズを把握し、新

型コロナウイルス感染症感染拡大防止への対応や、計画的に老朽化した施設の更新等

に努めていただきたいと思います。 

スポーツ推進委員や指導者・コーチに対して、安全にスポーツを楽しむための知識

を深めるための研修の機会を充実してほしいと思います。 

ニュースポーツ普及のため、市民間に定着しているトリプルソフトバレー大会を今

後も継続しつつ、新しいニュースポーツの開発、普及・推進に努めていただきたいと

思います。 

学校体育施設の利用について、今後も利用状況を的確に把握し、適切に利用いただ

けるよう利用促進を図り、利用者に対しては、「使用のきまり」の周知、指導を継続的

に行っていただきたいと思います。 

生涯スポーツの活動推進について、高齢者の間にもスポーツへの関心が高まってい

ることから、市民のニーズを的確に把握し、スポーツ人口の拡大を図り、活力あふれ

る元気な地域づくりを目指していただきたいと思います。 

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のためスポーツ活動や大会の開催に大きな

制限がかかったが、感染状況が治まりましたらスポーツ推進活動を再び活性していた

だきたいと思います。 

 

 

・（５－３） 今後の方針 

① 快適に施設を利用できるよう配慮し、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止

への対応や計画的に適正で安全な維持管理に努めます。 

② 生涯を通じてスポーツを楽しむ方法や、指導者に求められる資質能力を確実に

習得するための機会を提供していきます。 

③ 今後も、幅広い年齢層が楽しめるニュースポーツの普及の推進に努めます。 

④  学校体育施設の適切な利用に向け、施設管理者と利用者相互の意見を基に利用

ルールを随時更新し、周知、徹底を図り、施設の利用の促進に努めます。 

⑤ 生涯スポーツの推進に向け、スポーツ人口の拡大を図り、多くの市民が生涯に

わたって「いつでも、どこでも、誰でも」スポーツに関心を持ち、親しむ環境

の構築に努めます。 

⑥ アフターコロナを見据え、新しい生活様式と共に行うスポーツ環境について研

究を行い、コロナ禍で落ち込んだスポーツの再活性化に努めます。 



４ 参考資料 

 野々市市教育委員会組織（令和３年４月１日現在） 

  ＜教育委員会＞ 

教 育 長  大久保 邦 彦    教 育 長 職 務 代 理 者  松 野 勝 夫 

委 員  松 本 哲 幸     委 員  宮 川 美保子 

委 員  安 嶋 是 晴    委 員  髙 桑 奈 美 

 

  ＜教育委員会事務局組織＞ 

 

・野々市小学校
・御園小学校
・菅原小学校
・富陽小学校
・館野小学校
・野々市中学校
・布水中学校
・教育センター

・中央公民館
　（にぎわいの里ののいちカミーノ内）

・野々市公民館（　　　　〃　　　　）

・富奥防災コミュニティセンター

　（富奥公民館）
・郷公民館
・押野公民館
・女性センター
・少年育成センター
・図書館
　（学びの杜ののいちカレード内）

・市民学習センター（　　　〃　　　）

公益財団法人野々市市情報文化振興財団

・文化会館フォルテ
・情報交流館カメリア

・ふるさと歴史館
・埋蔵文化財収蔵庫
・郷土資料館
・喜多家住宅

・市武道館
・市民体育館
・市スポーツセンター
・市スポーツランド
・市中央公園体育施設
・市健康広場
・市弓道場
・押野中央公園運動広場

教

育

総

務

課

文化財係

学校教育係

庶務係

学校施設係

・学校給食センター

青少年係

生涯学習係

生

涯

学

習

課

ス

ポ
ー

ツ

振

興

課

スポーツ振興係

体育施設係

教

育

委

員

会

教

育

文

化

部

文化振興係
文

　

化

　

課

学

校

教

育

課



 

 

 

 

お問い合わせ 

〒921-8510 

石川県野々市市三納一丁目１番地 

野々市市教育委員会 

TEL(代表)：227-6111 

F A X :227-6258 

Eメール： kyouiku_soumu@city.nonoichi.lg.jp 


